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ロシア・ボンド・オープン
（年1回決算型）

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 2017年 8 月 7 日～2025年 8 月 6 日

運用方針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

ベビーファンド ロシア債券マザーファンドの
受益証券

ロ シ ア 債 券
マザーファンド ロシア・ルーブル建債券

組入制限

ベビーファンドの
マザーファンド組入上限比率 無制限

マザーファンドの
株式組入上限比率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

運用報告書（全体版）
第 7期

（決算日　2024年 8 月 6 日）
（作成対象期間　2023年 8 月 8 日～2024年 8 月 6 日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、ロシア・ルーブル建債券

に投資し、信託財産の着実な成長と安定した
収益の確保をめざしております。当作成期に
つきましてもそれに沿った運用を行ないまし
た。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0333720240806◇



ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

決 算 期
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

ロシア（円換算） 公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

純資産
総 額

（分配落） 税 込 み
分 配 金

期　　中
騰 落 率 （参考指数） 期　　中騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
3期末（2020年 8 月 6 日） 10, 299 0 4. 1 10, 965 5. 6 95. 3 ― 51
4 期末（2021年 8 月 6 日） 10, 358 0 0. 6 11, 239 2. 5 94. 3 ― 52
5 期末（2022年 8 月 8 日） 1, 395 0 △ 86. 5 5, 131 △ 54. 4 ― ― 8 
6 期末（2023年 8 月 7 日） 1, 379 0 △ 1. 1 8, 553 66. 7 ― ― 8 
7 期末（2024年 8 月 6 日） 3, 589 0 160. 3 6, 663 △  22. 1 ― ― 20 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（円換算）は、ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（ロシア・ルーブルベース）をもとに円換算

し、当ファンド設定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（ロシア・
ルーブルベース）は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではあり
ません。本指数は許諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認め
られていません。Copyright 2016,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

 最近5期の運用実績
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■基準価額・騰落率
期　首：1, 379円
期　末：3, 589円（分配金 0円）
騰落率：160. 3％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
ロシア債券の評価をゼロとしてまいりましたが、当作成期中に、ゼロより高い価格ですべての債
券の売却ができたため、基準価額は上昇しました。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

 年　　月　　日
基　　準　　価　　額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ

ロシア（円換算） 公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

騰　落　率 （参考指数） 騰　落　率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）2023年 8 月 7 日 1, 379 ― 8, 553 ― ― ―
8月末 1, 378 △ 0. 1 7, 785 △ 9. 0 ― ―
9月末 1, 376 △ 0. 2 8, 174 △ 4. 4 ― ―
10月末 1, 376 △ 0. 2 9, 158 7. 1 ― ―
11月末 3, 609 161. 7 9, 507 11. 2 ― ―
12月末 3, 607 161. 6 9, 349 9. 3 ― ―

2024年 1 月末 3, 603 161. 3 11, 476 34. 2 ― ―
2月末 3, 601 161. 1 13, 246 54. 9 ― ―
3月末 3, 599 161. 0 13, 319 55. 7 ― ―
4月末 3, 597 160. 8 13, 870 62. 2 ― ―
5月末 3, 595 160. 7 14, 442 68. 9 ― ―
6月末 3, 592 160. 5 18, 668 118. 3 ― ―
7月末 3, 590 160. 3 6, 902 △ 19. 3 ― ―

（期末）2024年 8 月 6 日 3, 589 160. 3 6, 663 △ 22. 1 ― ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■債券市況
ロシアによるウクライナ侵攻の影響を受け、ロシア債券については非居住者による取引や取引後
の受渡しが困難な状況が続く中、引き続き換金性枯渇の長期化が見込まれたことから、ロシア国債
の評価をゼロとしてまいりました。また、ロシア債券の利息についても支払期日に決済が確認され
ておらず、利息支払いの見通しが立たなかったため、未収利息についても評価をゼロとしてまいり
ました。かかる状況下において、弊社ではロシア債券の売却を継続的に試みてまいりましたが、当
作成期中に、適正な手続きによる取引が可能な機会があり、すべての債券の売却をいたしました。
■為替相場
ロシア・ルーブルは対円で上昇（円安）しました。
ロシア中央銀行が利上げを実施したことに加え、日銀が緩和的な金融政策を維持したことなどが
円安要因となり、ロシア・ルーブルは対円で上昇しました。
■国内短期債券市況

当作成期首より、日銀によるマイナス金利政策が継続していましたが、2024年 3 月にマイナス金
利政策が解除されました。このような日銀の金融政策を背景に、短期金利は上昇しました。

投資環境について （2023. 8. 8 ～ 2024. 8. 6）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ロシア債券マザーファンド」の受益証券を通じて、ロシア・ルーブル建債券に投資し、信託財
産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。ただし、ロシア金融市場の流動性が正常化
し、ロシア国債の評価が可能となるまでは、円キャッシュを中心とした運用を行います。ロシア金
融市場の流動性が正常化した際には、金利水準や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、
ポートフォリオを構築します。
■ロシア債券マザーファンド

ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が発行する債券に投資します。ただし、ロシ
ア金融市場の流動性が正常化し、ロシア国債の評価が可能となるまでは、円キャッシュを中心とし
た運用を行います。ロシア金融市場の流動性が正常化した際には、金利水準や物価の動向、経済情
勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■当ファンド
主として、「ロシア債券マザーファンド」の受益証券を高位で組み入れました。
■ロシア債券マザーファンド

当ファンドは、ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が発行するロシア・ルーブル
建ての債券に投資することにより、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざすことを基
本とするファンドですが、ロシア国債の評価をゼロとしたことや債券の全売却により、当作成期の
債券組入比率は 0％で推移し、円キャッシュでの運用が中心となりました。

ポートフォリオについて （2023. 8. 8 ～ 2024. 8. 6）

ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数はロシア債券
市場の動向を表す代表的な指数として掲載しております。

（％）
200. 0

150. 0

100. 0

50. 0

0. 0

-50. 0
当　期

（2023. 8. 7～2024. 8. 6）

基準価額
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ
ロシア（円換算）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■当ファンド
当ファンドは、「ロシア債券マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れます。
■ロシア債券マザーファンド

当ファンドは、ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が発行するロシア・ルーブル
建ての債券に投資することにより、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざすことを基
本とするファンドですが、当面はロシア国債の流動性の低さや経済制裁による規制の影響から、円
キャッシュを中心とした運用を行う方針です。引き続き、ロシアを取り巻く状況を注視していきま
す。

今後の運用方針

当作成期は、経費控除後の配当等収益が少額であったため、収益分配を見送らせていただきまし
た。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2023年 8 月 8 日
～2024年 8 月 6 日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 244 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について

3337_20240806_交_鈴_S.indb   7 2024/09/12   8:44:32
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2023. 8. 8～2024. 8. 6） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  25円 0. 812％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は3, 019円です。

（投 信 会 社）  （0） （0. 011）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （23） （0. 768）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （1） （0. 033） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ―
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  3   0. 098  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （2） （0. 074）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （0） （0. 007） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他）  （1） （0. 018） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合　　　　 計  27   0. 910  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は0. 91％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
0. 91%

その他費用
0. 10%

運用管理費用
（受託会社）
0. 03%

運用管理費用
（販売会社）
0. 77%

運用管理費用
（投信会社）
0. 01%
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

 ■損益の状況
当期  自 2023年 8 月 8 日  至 2024年 8 月 6 日

項　　　　　目 当　　　　　期
（Ａ）配当等収益 5円

受取利息 5  
（Ｂ）有価証券売買損益 12, 476, 286  

売買益 13, 926, 227  
売買損 △  1, 449, 941  

（Ｃ）信託報酬等 △  143, 723  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 12, 332, 568  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  43, 379, 019  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  4, 726, 006  

（配当等相当額） （ 323, 852）
（売買損益相当額） （△  5, 049, 858）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  35, 772, 457  
次期繰越損益金（Ｇ） △  35, 772, 457  
追加信託差損益金 △  4, 726, 006  
（配当等相当額） （ 323, 852）
（売買損益相当額） （△  5, 049, 858）
分配準備積立金 1, 037, 931  
繰越損益金 △  32, 084, 382  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

（注 4） 投資信託財産（親投資信託）の運用の指図に係る権限の全部または一部を
委託するために要する費用：867円（未監査）

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 8 月 6 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 20, 110, 159円

コール・ローン等 221, 402  
ロシア債券マザーファンド（評価額） 19, 888, 757  

（Ｂ）負債 81, 657  
未払信託報酬 80, 933  
その他未払費用 724  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 20, 028, 502  
元本 55, 800, 959  
次期繰越損益金 △  35, 772, 457  

（Ｄ）受益権総口数 55, 800, 959口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 3, 589円

＊ 期首における元本額は62, 570, 341円、当作成期間中における追加設定元本額は 0
円、同解約元本額は6, 769, 382円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は3, 589円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は35, 772, 457円です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ロシア債券マザーファンド 68, 209 60, 105 19, 888 

（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2023年 8 月 8 日から2024年 8 月 6 日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

ロシア債券
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

― ― 8, 104 2, 681 

（注）単位未満は切捨て。

■ 投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約およ
び保有状況
当作成期首
保有額

当作成期中
設定額

当作成期中
解約額

当作成期末
保有額 取引の理由

百万円 百万円 百万円 百万円

50 ― ― 50
当初設定時に
おける取得

（注 1）金額は元本ベース。
（注 2）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■投資信託財産の構成
2024年 8 月 6 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ロシア債券マザーファンド 19, 888 98. 9 
コール・ローン等、その他 221 1. 1 
投資信託財産総額 20, 110 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 5円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 323, 852　
（ｄ）分配準備積立金 1, 037, 926　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 361, 783　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 361, 783　
（ｈ）受益権総口数 55, 800, 959口
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

 ロシア債券マザーファンド
運用報告書　第 7期　（決算日　2024年 8 月 6 日）

（作成対象期間　2023年 8 月 8 日～2024年 8 月 6 日）

ロシア債券マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 ロシア・ルーブル建債券
株式組入制限 信託財産の純資産総額の10％以下
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ロシア債券マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：1, 259円　期末：3, 309円　騰落率：162. 8％

【基準価額の主な変動要因】
ロシア債券の評価をゼロとしてまいりましたが、当作成期中に、ゼ
ロより高い価格ですべての債券の売却ができたため、基準価額は上昇
しました。

◆投資環境について
○債券市況

ロシアによるウクライナ侵攻の影響を受け、ロシア債券について
は非居住者による取引や取引後の受渡しが困難な状況が続く中、引
き続き換金性枯渇の長期化が見込まれたことから、ロシア国債の評
価をゼロとしてまいりました。また、ロシア債券の利息についても
支払期日に決済が確認されておらず、利息支払いの見通しが立たな
かったため、未収利息についても評価をゼロとしてまいりました。
かかる状況下において、弊社ではロシア債券の売却を継続的に試み
てまいりましたが、当作成期中に、適正な手続きによる取引が可能
な機会があり、すべての債券の売却をいたしました。
○為替相場
ロシア・ルーブルは対円で上昇（円安）しました。
ロシア中央銀行が利上げを実施したことに加え、日銀が緩和的な

金融政策を維持したことなどが円安要因となり、ロシア・ルーブル
は対円で上昇しました。
○国内短期債券市況

当作成期首より、日銀によるマイナス金利政策が継続していまし
たが、2024年 3 月にマイナス金利政策が解除されました。このよう
な日銀の金融政策を背景に、短期金利は上昇しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が発行する債券
に投資します。ただし、ロシア金融市場の流動性が正常化し、ロシア
国債の評価が可能となるまでは、円キャッシュを中心とした運用を行
います。ロシア金融市場の流動性が正常化した際には、金利水準や物
価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築し
ます。

◆ポートフォリオについて
当ファンドは、ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関
が発行するロシア・ルーブル建ての債券に投資することにより、信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざすことを基本とする
ファンドですが、ロシア国債の評価をゼロとしたことや債券の全売却
により、当作成期の債券組入比率は 0％で推移し、円キャッシュでの
運用が中心となりました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、｢当作成
期中の基準価額と市況等の推移｣ をご参照ください。

《今後の運用方針》
当ファンドは、ロシアの政府および政府関係機関ならびに国際機関が

発行するロシア・ルーブル建ての債券に投資することにより、信託財産
の着実な成長と安定した収益の確保をめざすことを基本とするファンド
ですが、当面はロシア国債の流動性の低さや経済制裁による規制の影響
から、円キャッシュを中心とした運用を行う方針です。引き続き、ロシ
アを取り巻く状況を注視していきます。

年 　月 　日 基 準 価 額
ＪＰモルガン　

ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア
（円換算）

公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

騰落率（参考指数）騰落率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）2023年 8 月 7 日 1, 259 ― 8, 553 ― ― ―
8月末 1, 259 0. 0 7, 785 △ 9. 0 ― ―
9 月末 1, 258 △ 0. 1 8, 174 △ 4. 4 ― ―
10月末 1, 258 △ 0. 1 9, 158 7. 1 ― ―
11月末 3, 309 162. 8 9, 507 11. 2 ― ―
12月末 3, 309 162. 8 9, 349 9. 3 ― ―

2024年 1 月末 3, 308 162. 7 11, 476 34. 2 ― ―
2 月末 3, 308 162. 7 13, 246 54. 9 ― ―
3 月末 3, 308 162. 7 13, 319 55. 7 ― ―
4 月末 3, 309 162. 8 13, 870 62. 2 ― ―
5 月末 3, 309 162. 8 14, 442 68. 9 ― ―
6 月末 3, 309 162. 8 18, 668 118. 3 ― ―
7 月末 3, 309 162. 8 6, 902 △ 19. 3 ― ―

（期末）2024年 8 月 6 日 3, 309 162. 8 6, 663 △ 22. 1 ― ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（円換算）は、ＪＰモルガン　ＧＢＩ

－ＥＭ　ロシア（ロシア・ルーブルベース）をもとに円換算し、当ファンド
設定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　ロシア（ロシア・ルーブルベース）は、信
頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその
完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使
用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複
製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2016,  J. P.  
Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 3） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用
しています。

（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。
上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注 5） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除
きます。

 ■当作成期中の基準価額と市況等の推移

4, 000

3, 000

2, 000

1, 000

0
期　首

（2023. 8. 7）
期　末

（2024. 8. 6）

（円）

基準価額
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ロシア債券マザーファンド

買 付 額 売 付 額
外 

国

千ロシア・ルーブル 千ロシア・ルーブル

ロシア 国債証券 ― 15, 060 
（ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

 ■売買および取引の状況
公 社 債

（2023年 8 月 8 日から2024年 8 月 6 日まで）

 ■主要な売買銘柄
公 社 債

（2023年 8 月 8 日から2024年 8 月 6 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
Russian Federal Bond - OFZ（ロシア） 7. 75% 2026/9/16 13, 446 
Russian Federal Bond - OFZ（ロシア） 8. 5% 2031/9/17 9, 545 
Russian Federal Bond - OFZ（ロシア） 6. 1% 2035/7/18 2, 008 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 3  
（保管費用） （ 2） 
（その他） （ 1） 

合 　 　 　 計 3  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

 ■組入資産明細表
　当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。

 ■投資信託財産の構成
2024年 8 月 6 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比 率

千円 ％
コール・ローン等、その他 35, 902 100. 0 
投資信託財産総額 35, 902 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 8 月 6 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 35, 902, 499円

コール・ローン等 35, 902, 499  
（Ｂ）負債 ―  
（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 35, 902, 499  

元本 108, 505, 775  
次期繰越損益金 △  72, 603, 276  

（Ｄ）受益権総口数 108, 505, 775口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 3, 309円

＊ 期首における元本額は117, 906, 574円、当作成期間中における追加設定元本額は
0円、同解約元本額は9, 400, 799円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額 :
　ロシア・ボンド・オープン（毎月決算型） 48, 400, 735円
　ロシア・ボンド・オープン（年 1回決算型） 60, 105, 040円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は3, 309円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は72, 603, 276円です。
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ロシア債券マザーファンド

 ■損益の状況
当期  自 2023年 8 月 8 日  至 2024年 8 月 6 日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 9, 941円

受取利息 12, 835  
支払利息 △  2, 894  

（Ｂ）有価証券売買損益 24, 149, 603  
売買益 24, 849, 000  
売買損 △  699, 397  

（Ｃ）その他費用 △  28, 515  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 24, 131, 029  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  103, 058, 574  
（Ｆ）解約差損益金 6, 324, 269  
（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  72, 603, 276  

次期繰越損益金（Ｇ） △  72, 603, 276  
（注） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を下

回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
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